
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　接続装置と電磁的に接続される接続手段と、
　前記接続装置から前記接続手段を介して供給された電力を用いてバッテリの充電を制御
する充電制御手段とを有し、
　三脚を取り付けるための取り付け穴の周りに前記接続手段を設置したことを特徴とする
撮像装置。
【請求項２】
　前記接続手段は、スイッチングトランスを有することを特徴とする請求項 記載の撮
像装置。
【請求項３】
　前記接続手段は、円筒形状であることを特徴とする請求項１ に記載の撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、ビデオカメラ，デジタルカメラ等の撮像装 関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、ビデオカメラを充電するときは、図１０に示すように、ビデオカメラ１０１にバッ
テリ１０２を取り付け、コネクタ１０３にプラグ１０４を差し込みＡＣコンセントにＡＣ
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プラグ１０６を差し込み、チャージャ１０５にてＡＣからＤＣに変換し、ＤＣでバッテリ
１０２を充電していた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、コネクタ１０３に差し込むため操作が煩雑であり、コネクタ１０３が汚れたり、
またこの中に異物が入ったりと、信頼性などにも問題がある。
【０００４】
又、ビデオカメラの出画を見るときは、ＴＶ１０７にケーブル１０８で結合し、ビデオカ
メラのジャック１０９，１１０と結合していた。この場合も前述と同様に操作性，信頼性
に問題がある。
【０００５】
　本発明は、撮像装置と、 撮像装置に電力を供給する 装置 を接続 する
ことができる撮像装 提供することを目的とす 。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係る撮像装置は、例えば、接続装置と電磁的に接続される接続手段と、前記接
続装置から前記接続手段を介して供給された電力を用いてバッテリの充電を制御する充電
制御手段と に前記接続手段を設置した
ことを特徴とする。
【００２０】
【発明の実施の形態】
以下本発明の実施の形態をビデオカメラシステム，ディスプレイ装置の実施例により詳し
く説明する。なお、各実施例はビデオカメラを用いる例であるが、本発明はこれに限らず
デジタルカメラを用いる形で同様に実施することができる。またビデオカメラでは、画像
，音声等（以下画像等という）の信号を装てんされたテープカセットに記録することを想
定しているが、本発明はこれに限らず、ビデオカメラ，デジタルカメラ等に装てん或は内
蔵されたフラッシュメモリ等の半導体メモリに記録する形で同様に実施することができる
。
【００２１】
【実施例】
（実施例１）
図１は、実施例１である“ビデオカメラシステム”の概略構成を示す図である。同図にお
いて、１はビデオカメラ、２は接続装置、３はＡＣプラグである。ビデオカメラ１は２次
電池４を内蔵している。ビデオカメラ１の底面にはスイッチングトランス（パルス電流に
より励磁するトランス）５があり、この溝の中に埋没されたコイル６は、復調回路７を通
り充電制御回路８へつながり、２次電池４に接続されている。復調回路７は、ビデオカメ
ラ１を動かすための電源回路１５につながり、ビデオカメラ１を動かすための負荷１７に
至っている。
【００２２】
接続装置２には、ＡＣコード９及びＡＣプラグ３がついており、変調回路１０が内蔵され
、天面にはスイッチングトランス１１とこのスイッチングトランス１１の溝の内に埋没さ
れたコイル１２がある。
【００２３】
ビデオカメラ１の底面には凹部１３があり、対面する接続装置側の天面には凸部１４を設
けてある。
【００２４】
次に動作を説明する。
【００２５】
接続装置２は、ＡＣコンセントよりＡＣプラグ３によりＡＣの電力供給を受け変調回路１
０により変調されコイル１２に電力を供給している。コイル１２は円弧状に巻かれており
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流れる電流により磁束１６を矢印のようにコアの部分に発生する。スイッチングトランス
５及び１１は円筒形状のものである。ビデオカメラ１は撮影する時は通常、単体で持ち歩
かれ、２次電池４で駆動し負荷１７に電力を供給している。ビデオカメラ１を使用しない
時は図１のようにビデオカメラ１を接続装置２の上に載せておく。ビデオカメラ１と接続
装置２それぞれの凹部１３と凸部１４の係合により対面するそれぞれのスイッチングトラ
ンス５及び１１は、一定の距離を持って一義的に位置決めされる。
【００２６】
スイッチングトランス１１のコア部に発生した磁束１６は、ビデオカメラ１側の対面した
スイッチングトランス５のコアで磁束１８を１６と同じ方向に発生させる。この磁束１８
はビデオカメラ側の円弧状のコイル６に電流を発生させる。この電力は復調回路７にて整
流され、充電制御回路８によりコントロールされ、２次電池４の充電をおこなう。又ビデ
オカメラ１に電力を供給する時は、復調回路７より電源回路１５を経て、負荷１７に供給
される。以上説明したように、本実施例によれば、電気的に非接触でビデオカメラ１に電
力を供給することができる。
【００２７】
（実施例２）
図２は、実施例２である“ビデオカメラシステム”の要部構成を示す図である。図２にお
いて、２０１はビデオカメラ、２０２は接続装置、３はＡＣプラグ、９はＡＣコードであ
る。この実施例では、ビデオカメラ２０１の底面に凸部１９の足があり、接続装置２０２
の天面に凹部２０があって、位置決めが可能となる。本実施例ではビデオカメラより足が
出る形となっているためより自然な形態で位置決めができる。
【００２８】
（実施例３）
図３に実施例３である“ビデオカメラシステム”の要部構成を示す。図３において、３０
１はビデオカメラ、３０２は接続装置、３はＡＣプラグ、９はＡＣコード、５及び１１は
それぞれビデオカメラ３０１及び接続装置３０２の側面に設けられたスイッチングトラン
スであり、６及び１２は円弧状に巻かれたコイルである。２１はビデオカメラ１の断面形
状に合わせた接続装置３０２の凹部であり、２２はビデオカメラ２０１の切欠き部であり
、２３は接続装置２の突出し部である。４は２次電池である。本実施例ではＡＣプラグ３
にＡＣが投入されるとＡＣケーブル９を通して電力が供給される。ここで図示しないが、
図１と同様に変調回路を通った電流は、コイル１２を流れスイッチングトランス１１で磁
束としてスイッチングトランス５を通り、コイル６に電流として流れ、図示しない復調回
路，充電制御回路を経て２次電池４を充電することができる。この時、側面にスイッチン
グトランス５，１１があるためビデオカメラの前後を逆にして接続装置２０２に挿入した
とき、ビデオカメラ３０１の角部２４が接続装置３０２の突出し部２３に当たって使用者
にただちに分かるようになっている。本実施例は、ビデオカメラ３０１をポケット状にな
った接続装置３０２の凹部に投げ込むだけで簡単に２次電池４の充電が可能となる。
【００２９】
（実施例４）
図４に実施例４である“ビデオカメラシステム”の要部構成を示す。図４において、４０
１はビデオカメラ、４０２は接続装置、３はＡＣプラグ、９はＡＣコード、５及び１１は
それぞれビデオカメラ４０１及び接続装置４０２の底面と天面に設けられたスイッチング
トランスであり、６及び１２は円弧状に巻かれたコイルである。３１はビデオカメラの外
装の断面部分であり、この一部に三脚ネジ穴３５が設けられている。これに対面して接続
装置４０２の外装３２がある。３６は三脚ネジと同ピッチのネジであり、ネジ頭３４を回
して接続装置４０２をビデオカメラ４０１の三脚ネジ穴３５に取りつけたり、はずしたり
できる。本構成によりＡＣプラグ３より電力を供給し図示しないが図１と同様にして、２
次電池４を充電ないしビデオカメラ３０１を駆動することが可能となる。本実施例によれ
ば、ビデオカメラや接続装置が異なる大きさであっても結合させて確実に動作させること
が可能になる。
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【００３０】
（実施例５）
図５に実施例５である“ビデオカメラシステム”の要部構成を記す。ここに５０１はビデ
オカメラ、５０２は接続装置であり、ビデオカメラ５０１の底面には凹部１３があり、対
面する接続装置５０２側の天面には凸部１４を設けてある。ビデオカメラ５０１にはオー
ディオ回路４２、ビデオ回路４３、ミックス回路４４、変調回路４５があり、発光素子４
０へとつながっている。
【００３１】
接続装置５０２には、受光素子４１と復調回路４６，分離回路４７，オーディオ回路４８
，ビデオ回路４９と、ビデオ出力端子５４，オーディオ出力端子５３が設けられている。
５０はビデオケーブルであり、５１はオーディオケーブルであり、ディスプレイ５２へと
つながっている。
【００３２】
ビデオ回路４３よりビデオ信号が出力され、オーディオ回路４２より出力されるオーディ
オ信号とミックス回路４４と混成される。このあと変調回路４５で変調され、発光素子４
０に導かれ発光素子４０によって、信号の強弱により光の強弱として発光する。
【００３３】
ビデオカメラ５０１と、接続装置５０２は、凹部１３及び凸部１４の係合により発光素子
４０と受光素子４１は対面しているので、光により非接触で受光素子４１に信号が伝えら
れる。受光素子４１の出力は、復調回路４６で電気信号に形成され、分離回路４７にてオ
ーディオ信号とビデオ信号に分けられ、ビデオ回路４９とオーディオ回路４８で規定の波
形とされ、ビデオ出力端子５４とオーディオ出力端子５３に運ばれ、それぞれのケーブル
５０，５１にてディスプレイ５２に運ばれ、絵と音の再生を可能としている。
【００３４】
（実施例６）
図６は、実施例６である“ビデオカメラシステム”の要部構成を示す図である。図６に示
すようにオーディオ信号とビデオ信号はミックスすることなく別に設けてもよい。ここに
６１はオーディオ信号、６２はビデオ信号であり、５５，５７はビデオカメラ側の発光素
子であり、５６，５８は接続装置側の受光素子であり、５９はビデオカメラの外装であり
、６０は接続装置の外装である。
【００３５】
また図７に示すように、発光素子６４，６６と受光素子６３，６５を図６とは逆に設けれ
ばオーディオ信号やビデオ信号の入力端子を非接触でビデオカメラに取りつけることが可
能になる。又、ビデオカメラと接続装置の係合方式は、図２のようにビデオカメラが凸部
を持ってもよいし、図３のようにポケット状になっていてもよいし、図４のように三脚ネ
ジ穴で結合されていてもよい。
【００３６】
（実施例７）
図８に実施例７である“ビデオカメラシステム”の概略構成を示す。ここに８０１はビデ
オカメラ、８０２は接続装置、３はＡＣプラグ、９はＡＣコードである。２１はビデオカ
メラ５０１の断面形状に合わせた接続装置８０２の凹部であり、２２はビデオカメラ８０
１の切欠き部であり、２３は接続装置８０２の突出し部である。４は２次電池である。ビ
デオカメラ８０１には、タリー発光回路７０とビデオオーディオ出力回路７１とこれに続
く変調回路７２と切換スイッチ７３と、発光素子７４を備えている。一方これに対面して
接続装置８０２には、受光素子７５と復調回路７６とオーディオ出力端子７７、ビデオ出
力端子７８を備えている。
【００３７】
又、接続装置８０２は、オーディオ入力端子７９とビデオ入力端子８０とこれに続いて、
変調回路８１及び発光素子８２を備えている。これに対面してビデオカメラ８０１は、受
光素子８３、復調回路８５、切換スイッチ８４、ビデオオーディオ入力回路８６、リモコ
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ン受光回路８７を備えている。
【００３８】
次に動作を説明する。通常、ビデオカメラ８０１で撮影をするときは、ビデオカメラ８０
１は単体で持ち出される。撮影のときはタリー発光回路７０で作られた点減信号は切換ス
イッチ７３がタリー発光回路７０につながっており、発光素子７４が点減し撮影されてい
る旨を知らせるインジケータとなっている。
【００３９】
次にこのビデオカメラ１の撮影画像を見るときは、接続装置８０２に投げ込む。このとき
受光素子７５は発光素子７４に対面する。このとき切換スイッチ７３は図示しないが、再
生モード信号等により自動的にビデオオーディオ出力回路７１側に接続している。ビデオ
オーディオ出力回路７１からビデオ，オーディオ信号は出力され変調回路７２で変調され
光信号として発光素子７４より非接触にて対面する受光素子７５に伝達される。この信号
は、復調回路７６にて通常のビデオ，オーディオ信号となり、オーディオ出力端子７７、
ビデオ出力端子７８から取り出すことが可能となる。
【００４０】
一方ビデオカメラ８０１に外部信号を入力したいときは、オーディオ入力端子７９、ビデ
オ入力端子８０にそれぞれ信号を入れることにより変調回路８１にて適切な光信号に変調
し、発光素子８２を光らせ対面するビデオカメラ５０１側の受光素子８３に受けさせ非接
触にて伝達が可能となる。このとき、切換スイッチ８４は図示しないがビデオカメラ８０
１の記録モード信号等により、ビデオオーディオ入力回路８６側に自動的に切り換わって
おり、復調回路８５にてビデオオーディオ入力回路８６につながりこれ以降の処理がなさ
れる。記録モード以外では、受光素子８３はリモコン受光回路８７につながっている。ま
た、ビデオカメラ８０１の２次電池４は図１で説明したように非接触にて、充電又は負荷
の駆動が実現できる。
【００４１】
また、前述のように、ビデオカメラ８０１は単体で持ち出し撮影できるが、図８に示すよ
うに、ビデオカメラ８０１を接続装置８０２内に収納した状態でも撮影できる。この場合
ビデオカメラ８０１には接続装置８０２より、図１と同様の構成の電磁結合部８０３を介
して電力が供給されるので、２次電池４の電力消耗を気にすることなく、撮影を続けるこ
とができる。
【００４２】
また、図８に示すように、ビデオカメラ８０１を接続装置８０２内に収納した状態で、再
生モードでは、装てんされているカセットより画像等を再生しビデオカメラ８０１の電子
ビューファインダにより再生画像をモニタし、オーディオ出力端子７７，ビデオ出力端子
７８よりライン出力することができ、ライン入力を記録するモード（以下ライン記録モー
ドという）では、オーディオ入力端子７９，ビデオ入力端子８０よりライン入力し、装て
んされているカセットに画像等を記録し、電子ビューファインダにより記録画像をモニタ
することができる。そして、この再生モード，ライン記録モードにおいても、電磁結合部
８０３を介して電力が供給されるので、２次電池４の電力消耗を気にすることなく、再生
，記録を続けることができる。
【００４３】
（実施例８）
図９に実施例８である“ディスプレイ装置”の要部構成を示す。ここに９０はディスプレ
イ装置であり、９４はその表示部分、９１はその筐体であり、９２は筐体の一部をなし、
開閉するフタであり、９３は図８で示した接続装置そのものである。９はＡＣコードであ
り、３はＡＣプラグである。９０１はディスプレイ装置９０に収納されたビデオカメラで
あり、４はその２次電池である。ＡＣプラグ３から電源が供給され、図８と同様にして２
次電池４に非接触で充電を可能にしたり、非接触で信号のやりとりが可能となり、本実施
例によれば、ディスプレイ装置が図８に示すような接続装置を内蔵しているので、接続装
置を別体で設ける必要もなく、接続コード等なしで、映像や音声を楽しむことができる。
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【００４４】
すなわち、実施例７と同様に、ディスプレイ装置９０より電磁結合手段を介してビデオカ
メラ９０１に電力を供給しながら光結合手段を介してディスプレイ装置９０とビデオカメ
ラ９０１間の信号の授受を行い、再生モード時およびライン記録モード時に画像をディス
プレイ９４によりモニタできる。
【００４５】
【発明の効果】
　本発明に によれば、撮像装置と、 撮像装置に電力を供給する 装置

を接続 することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　実施例１の概略的構成を示す図
【図２】　実施例２の要部構成を示す断面図
【図３】　実施例３の要部構成を示す断面図
【図４】　実施例４の要部構成を示す断面図
【図５】　実施例５の概略的構成を示す図
【図６】　実施例６の要部構成を示す図
【図７】　実施例６の変形の要部構成を示す図
【図８】　実施例７の概略的構成を示す図
【図９】　実施例８の要部構成を示す断面図
【図１０】　従来例の説明図
【符号の説明】
１　ビデオカメラ
２　接続装置
４　２次電池
５，１１　スイッチングトランス

10

20

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】
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